
令 和 7 年 3 月 27 日 作 成

第12週 ～

状況 状況 状況 状況

定点当り 定点当り 定点当り 定点当り

6.67 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 1.00
　

※警報レベル基準値は表示のとおり(‐は設定なし。)。注意報レベル基準値は、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ：10 水痘:１ その他は設定なし。

2.トピックス

警報:開始 - 終息 - 警報:開始6 終息2 警報:開始6 終息2 警報:開始 - 終息 -

発生報告なし 少数の発生あり
流行に注意

【注意報レベル】
流行中

【警報レベル】

警報:開始20 終息12 警報:開始２ 終息１ 警報:開始5 終息2 警報:開始2 終息1

 突発性発しん  ヘルパンギーナ  流行性耳下腺炎
新型コロナウイルス

感染症
※定点数３：インフルエンザ
　　　　　　新型コロナウイルス感染症
※定点数２：上記以外の疾患

警報:開始30 終息10 警報:開始 - 終息 - 警報:開始3 終息1 警報:開始8 終息4

 感染性胃腸炎  水痘  手足口病  伝染性紅斑

疾患名 疾患名 疾患名

 インフルエンザ
 RSウイルス

 感染症
 咽頭結膜熱

 Ａ群溶血性
 ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

1.感染症速報
3月17日 3月23日 作成元：長崎県壱岐保健所　企画保健課

＜麻しんに注意しましょう＞

現在、海外を推定感染地域とする輸入事例の報告が増加しております。

今後、輸入事例の更なる増加や国内における感染者の増加が予想されます。

詳しくは別添リーフレットをご参照ください。

★百日咳の報告が多くなっています

百日咳は、主に百日咳菌の感染によっておこるけいれん性の咳発作を特徴とする気道感染症です。 潜伏期は5～10日で、かぜ

様症状で始まり、次第に咳の回数が増え程度も激しくなります。夜間の咳発作が多いことも特徴で、回復までに２～3か月かかる

こともあります。

ワクチンの定期接種により発生数は激減していますが、2025年は第12週までに16件の報告があり、過去3年と比較して多く

なっています。感染経路は飛沫感染です。咳エチケット、手洗い、手指消毒で予防に努めましょう。

★4月7日から急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランスが始まります

平時より

①流行しやすい急性呼吸器感染症の発生動向の把握

②未知の呼吸器感染症が発生し増加し始めた場合に迅速に探知する体制の整備

③国内の急性呼吸器感染症の発生状況について、国民や医療関係者の皆様へ情報が共有できる体制を整備

することを目的とし、急性呼吸器感染症を５類感染症に位置づけることとなりました。

本サーベイランスの対象になると医師が判断した一部の方には、検体採取をお願いすることがありますので、ご

協力をお願いします。

検体採取にご協力いただいたとしても

㋐インフルエンザ等のような就業制限や登校制限は発生しません

㋑検査費用の負担を求められたり、入院するよう求められることもありません

のでご安心ください。

★インフルエンザの流行に注意しましょう

壱岐地区における第12週の定点当たりの報告数は2週連続で増加

し「6.67」でした。

今後も引き続き感染拡大防止のため手洗いやうがいの励行、適切

なマスクの着用、換気など基本的な感染対策に努めましょう。

★マダニやツツガムシが媒介する感染症に注意しましょう

マダニ類は「日本紅斑熱」や「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）」を媒介し、ツツガムシ類は「つつが虫病」を媒介します。

これらの感染症の報告数は、ダニの活動が活発になる4月頃から増加し

ます。

野外で活動する際は、 長袖、長ズボン、長靴を着用するなどして肌の

露出を極力避け、マダニに有効な虫よけ剤を使用して感染防止に心がけ

ましょう。


